
松山城跡（比企郡吉見町）

　　　　　前方の小山が松山城趾



　　　城郭跡へはここから登って行く









現在位置から本丸跡（本曲輪跡）へ、ここでササ郭跡（笹曲輪跡）・太鼓郭跡（太鼓曲輪跡）・物見櫓跡を見て、二ノ丸跡（二ノ曲輪跡）→
春日丸跡（三ノ曲輪跡）→三ノ丸跡（曲輪４跡）を見てから、戻って兵糧倉跡→岩室観音堂の右手の平場（惣曲輪跡）と廻ってみることに
する/なお、カッコ内は現在の表示名である ※　水色の所は堀底・谷底部分を表す



　　　　　それでは登って行こう



　　　本曲輪方面という表示がある



　　　　　すぐに頂部付近に至る



　　振り返って見る/左手は笹曲輪跡



　　この階段を登ったところが本曲輪跡



　　　　　説明版が置かれている



　　石碑もある









これが現在の呼び名である



　　外郭は消滅してしまったようだ



　　　　比企４城跡の位置図



　　立地（山地～低地）



　　　　　　焼失してしまった神社（新しいもの）の基礎が残っているのだという





　　　　左手前方に高まりが見える



　　　　　　　「土塁跡」とされる



　　石碑が立つ



　　　　　　「松山城趾碑」とある



　　この高まりは古い説明版では物見櫓跡と記されている



　　こちらから本曲輪跡全体を眺める



　　　　　　さて、先ほどの笹曲輪跡（左手）を見てみよう



　　ここから前方一帯にかけて笹曲輪跡が展開するようだ



　振り返って見る



　　　　　　　その右手下を見る



　　下りてみる



　　この辺りも笹曲輪跡の一部であろう



　　　　　さて、本曲輪跡へ戻り笹曲輪跡の左手方向を見る/堀底に沿って左手に太鼓曲輪跡がある



　　笹曲輪跡の位置から太鼓曲輪跡を見る/堀底の向こう側



　　　　さて、これは本曲輪跡から二ノ曲輪跡を見たところ



　　　　　　　手前には大きく深い堀底が築かれている



　　　右手の本曲輪跡から左手の二ノ曲輪跡へと堀底を渡る土橋状の道がある



　　　それでは本曲輪跡から前方の二ノ曲輪跡へ進もう



　　土橋から堀底の右手（南側）を見る



　　　　　　　反対側（北側）を見る/段上が二ノ曲輪跡



　さて、土橋を渡り切ると上部に「二ノ曲輪方面」の表示がある



その表示の先に二ノ曲輪跡が展開する





二ノ曲輪跡全景



　　　前方に進んで振り返って見る



　　　　ここにも小規模な社（新しいもの）があったようだ



　　これは先ほど本曲輪跡（前方）から渡ってきたところを見る



　　　　その右手を見る/堀底の向こうに本曲輪跡がある



　　　　　　さて、これはその反対方向で堀底の向こうには三ノ曲輪跡が見える



　　　　　　二ノ曲輪跡から前方の土橋を右手から左手へと三ノ曲輪跡へ進もう



　　　　　　　二ノ曲輪跡から三ノ曲輪跡へ向かう土橋状の道を見る/左手前方に三ノ曲輪跡が見える



　　土橋から堀底の右手（南側）を見る



　　　　　反対側（北側）を見る/正面段上が三ノ曲輪跡



　土橋を渡り切って登るとこの先が三ノ曲輪跡/手前の表示は戻ると二ノ曲輪跡となる



　　　　その前に、右手に折れると「馬出跡」の部分に至る





　振り返って見る



　　さて、前方の三ノ曲輪跡へ進もう







　　　　　これが三ノ曲輪跡全景



　　　　前に進んで振り返って見る



　　これは先ほど二ノ曲輪跡（右手）から渡ってきたところを見る



　　　これはその反対側で堀底の左手に「曲輪４跡」を見る



ここから前方に曲輪４跡へと土橋を渡る



　　　　堀底の向こうが曲輪４跡



　　　土橋から堀底の右手（南側）を見る/左手が曲輪４跡



　　　　反対側（北側）を見る/右手が曲輪４跡



　　　　　　曲輪４跡を見上げる



　　　　登り切るとここが曲輪４跡



左手は「土塁跡」



曲輪４跡の全景



　振り返って見る



　　これは曲輪４跡の更に前方（東側）を見たところ/この先にも平場があるようだ



　　　　　さて、曲輪４跡から本曲輪跡方向へ戻ることにする/前方は三ノ曲輪跡



　　　　　　　本曲輪跡に戻って正面の方向にあるという「食糧倉跡」へと進む



ここを下って行く





　　　　正面の平場が食糧倉跡









　　　　さて、更にその先へ進もう



　　　　この左手にも平場があった





　　　　ここで右手に折れて進む



　　　　　　ここにも平場があった



　その左側を進む



　　　　前方が「惣曲輪跡」らしい



　　　この一帯が惣曲輪跡/この先は「虎口」になっているらしい/右手の表示はここを戻ると本曲輪方面に至ると記されている



　　　左手にある谷底を覗いてみると岩室観音堂が見えた



　　　　この谷底は竪堀のようだ



　　アップで見る



　　　　　その竪堀を下りて行く



　　　　　　懸造りの岩室観音堂



　　　　　　観音堂から見た堀切



　　　　アップで見る



　　　　正面から見た岩室観音堂/江戸時代前期の建立



　　さて、その岩室観音堂の右隣にはこのような洞窟があった



　　これは「巌窟ホテル」なのだという



　　参考ホームページ　　⇒ http://manriki.sanpal.co.jp/resort/gankutsu.html

http://manriki.sanpal.co.jp/resort/gankutsu.html


　　アップで見る





　　近くにはさまざまな石造物があった





　これは岩室観音の洞窟にある石造仏



　中を覗いてみる



　　ここから見る松山城趾に沿って流れる市野川/右手前方に吉見町埋蔵文化財センターの建物が見える



右手が吉見町埋蔵文化財センター/左手に吉見百穴が見える



　　さて、反対に廻って松山城趾の南東側から全体を見てみる



　　　　　この市野川が自然の要害になっていたという



　　振り返って河畔を見る（川下方向）



参考ホームページ

http://jyokakuzukan.la.coocan.jp/002saitama/044matsuyama/matsuyama.html

http://www65.tok2.com/home2/yogokun/matuyamays.htm

http://www.geocities.jp/sisin9monryu/saitama.kawasima.html

http://www5f.biglobe.ne.jp/~mononofu/matuyamazyoumu.html

http://www.geocities.jp/tsukayan0112/joukan-saitama/busyuu-matuyama-jou-yosimimati/busyuu-matuyama-jou-yosimimati.html

http://www.asahi-net.or.jp/~ju8t-hnm/Shiro/Kantou/Saitama/Matsuyama/index.htm

http://hya34.sakura.ne.jp/hikigunn/matuyama/matuyama.html

http://www15.ocn.ne.jp/~castle04/matsuyama.html

http://www5d.biglobe.ne.jp/~hatabo/meijyou/12_Saitama/matsuyama/index.html

http://jyokakuzukan.la.coocan.jp/002saitama/044matsuyama/matsuyama.html
http://www65.tok2.com/home2/yogokun/matuyamays.htm
http://www.geocities.jp/sisin9monryu/saitama.kawasima.html
http://www5f.biglobe.ne.jp/~mononofu/matuyamazyoumu.html
http://www.geocities.jp/tsukayan0112/joukan-saitama/busyuu-matuyama-jou-yosimimati/busyuu-matuyama-jou-yosimimati.html
http://www.asahi-net.or.jp/~ju8t-hnm/Shiro/Kantou/Saitama/Matsuyama/index.htm
http://hya34.sakura.ne.jp/hikigunn/matuyama/matuyama.html
http://www15.ocn.ne.jp/~castle04/matsuyama.html
http://www5d.biglobe.ne.jp/~hatabo/meijyou/12_Saitama/matsuyama/index.html



